
 
 

平成 25 年度第 1 回研究企画委員会  
議	 	 事	 	 録  

 
１．日	 時：平成 25 年 4 月 11 日（木）	 15:00～17:00 
２．場	 所：学会事務局	 会議室	 

３．出席者： (アンダーラインは欠席、＊は委任状提出) 
長田委員長，笠副委員長，阪元幹事，天野委員＊，池田委員，江口委員	 

太田委員(代理:浦越)，大野委員，佐々木委員，品川委員，田中委員	 

照屋委員，升元委員	 

(委任状提出者を含めて過半数以上であり、委員会成立。)	 

	 

４．討議資料  
◆	 研究企画委員会	 平成 24 年度第 5 回委員会議事録(案)	 ...................................	 (25 研企Ⅰ資①)	 

◆	 研究企画委員の選任について(案)	 	 .....................................................	 (25 研企Ⅰ資②)	 

◆	 廃棄物処分における地質環境調査・解析手法に関する研究小委員会	 第 10 回委員会議事録(案)(25 研企Ⅰ資③-1)	 

◆	 岩盤分類再評価研究小委員会(第二期)の状況(平成 25 年 4 月 11 日時点)	 ..................	 (25 研企Ⅰ資③-2)	 

◆	 総務委員会	 平成 24 年度第 9 回会議議事録(案)	 .........................................	 (25 研企Ⅰ資④)	 

◆	 総会資料	 (案)(研究企画委員会関連部分)	 ...............................................	 (25 研企Ⅰ資⑤)	 

◆	 学会ホームページのうち研究企画委員会のページ	 ......................................	 (25 研企Ⅰ資⑥-1)	 

◆	 学会組織図の英訳案	 ................................................................	 (25 研企Ⅰ資⑥-2)	 

 
５．議	 事  
５‐１．前回議事録の確認  

議事録案について、承認した。  

５‐２．委員の交代について  
太田委員からの委員退任の意向、および、浦越拓野氏(鉄道総研)を理事会に新委員として推薦

することについて、承認した。  

５‐３．研究小委員会活動報告  
（１）廃棄物処分における地質環境調査・解析手法に関する研究小委員会 

【報告事項】・・・大野委員  
・	 第 10 回委員会(平成 24 年 12 月 11 日開催)における議事内容の報告。  
・	 今後の委員会活動についてなど。  
【意見等】  
・	 地下最終処分場の可能性検討については、テーマが重厚であるため、次期活動のテーマと

なりうる。  

（２）岩盤分類再評価研究小委員会(第二期) 
【報告事項】・・・江口委員  
・	 前回研究企画委員会での報告以後の活動状況についての報告。  
・	 原稿についてのｺﾝﾊﾟｸﾄ化、今後の作業ｽｹｼﾞｭｰﾙ案についてなど。  

 



 
 

【決定事項】  
・	 8 月以降に予定される原稿内容確認について、まずは委員全員が全体に目を通し、細かい
確認は各担当箇所について行うという方法を採る。  

・	 担当箇所の区分は前回確認のとおりを基本とするが、研究企画委員会内では難しいと考え

られる部分については、委員会外に依頼することとし、人選については研究小委員会と今

後相談する。  

５‐４．理事会／常置委員会報告  
（１）理事会・総務委員会  

【報告事項】・・・長田委員長、笠副委員長  
・	 平成 24 年度第 9 回総務委員会(平成 25 年 2 月 26 日開催)における議事内容(一部)の報告。 
・	 学会収支、2015 ｱｼﾞｱｼﾝﾎﾟ開催の動きについてなど。  

（２）事業企画委員会  
【報告事項】・・・田中委員  
・	 平成 25 年度研究発表会について。  

５‐５．総会資料案について   
・	 次回総会資料案について確認した。誤字と一部文言を修正し、12日の総務委員会資料とし
て提出することとした。	 

・	 国際ﾘﾆｱｺﾗｲﾀﾞｰ調査対応委員会が、学会組織上、研究企画委員会管轄であるため、総会資料

において当該委員会に関する記載を研究企画委員会の部分に追加する必要があるかどうか、

総務委員会に確認することとした。	 

５‐６．その他	 	 

・	 学会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにおける研究企画委員会のﾍﾟｰｼﾞの情報更新については、田中委員に対応して

もらうこととした。  
・	 学会組織の英訳案について、研究企画委員会は案どおり(Research Planning Committee)
で問題ないことで確認した。また、研究小委員会については、各々確認してもらうことと

した。なお、組織図そのものへの意見もあった(研究小委員会は研究企画委員会へのぶら下
がりが正しいこと、国際ﾘﾆｱｺﾗｲﾀﾞｰ調査対応委員会が研究小委員会と同列であることの違和

感)。  
・	 次回委員会は、平成 25 年 6 月 6 日(木)午後に(独)土木研究所にて施設見学を兼ねて実施す
ることで調整する。  

以	 上  


